
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 6 月 11 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
炭素材料によりアクチノイドの分離システムとして構築が可能であることを見出した。分離に
は、シングルナノサイズの空孔と、官能基の両方のファクターを上手く組み合わせる必要があ
ることを見出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We found out that the separation system of actinides could be architected in terms 
of carbon materials and the combination of single-nano size pores and functional 
groups were important key factors for the selective separation. 
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１．研究開始当初の背景 
核種分離システムは、世界各国で開発が進

められており、希求される工学的な信頼性と
高い精密性を分離試薬開発、分離吸着材開発
で達成しようという研究が盛んである。しか
しながら、マイナーアクチノイドの分離に関
しては、未だ未確立である。 

 
２．研究の目的 
本研究では、炭素系材料のナノサイズ空間

を制御することで、高い精度で核種を分離す
るシステムの開発を行った。従来の核種分離
法とはことなり、炭素材料を用いたナノ空間
を制御して行う核種分離法の構築すること

が目的である。 
 

３．研究の方法 
研究項目として、以下の２項目を中心に研

究を進めた。まず、1）さまざまな条件下で
の分離試験を行うことでマクロスコピック
に吸着現象の解明を行い、さらに、2）分子
レベルでの吸着分離メカニズム解明に向け
て各種分光測定を行う。 
 

４．研究成果 
分離試験では、系統的にデータの取得に努

め、未処理の活性炭、グラファイト、ナノチ
ューブを用いて、各種元素のバッチ分離試験
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を行った。その結果、官能基の効果ばかりで
なく比表面積（BET 測定）やナノサイズのサ
イズ効果により、An(III)と Ln(III)が吸着さ
れていることが明らかとなった。また、U(VI)
や Pu(IV)など他のアクチノイドを用いた吸
着試験を行い、酸性条件下でこれらの材料に
強く吸着することも見いだした。An(III)と
Ln(III)の分離のみではなく、アクチノイド
全般の分離システムとして構築が可能であ
ることがわかった。 

また、本研究課題を推進する過程で、ダイ
ヤモンドやナノダイヤモンドについても、吸
着性能を見出すことに成功した。 
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